
西松建設技報VOL12  ∪．D．C． 628．84：699．844   

地下劇場における空調設備の騒音防止対策と施エ   

PreventiveMeasureAgainstNoisecausedbyAirConditioningSysteminthe  
Underground Theater 

岩田 雅次＊  
Masatsugu Iwata 

辛   

今回施工した地下多目的ホールは，地下階にあるため外部からの侵入騒音は建築構造上  

比較的しゃ断しやすい条件にあったが，逆に建物内で発生した建築設備機器等からの騒音  

に関しては外部へ逃がすことが建築計画上艶しく，劇場内へ侵入してくることとなる．よ  

って劇場の維持運営上必要な空調機器・送排風機類やポンプなどからの発生音は，防振装  

置や消音設備によりできるだけ抑え劇場の環境維持をすることになノる．   

ここに施工前に設計図書を検討し，騒音計算による各値から消音設備の施工仕様を再確  

認し，一部の設計変更・増設を行った．竣工後の騒音測定結果と設計計画値との比較にお  

いてもほぼ机上計算値に近い値が得られ，使用した消音設備機器と計算経験式が十分に役  

立つことが技術的に明らかになった．  

俳風機等の発生騒音が外部へ逃げることなくダクト・配  

管等を伝わり，地下劇場内や上層住宅部分へ伝搬するこ  

ととなる．これらの問題がありながら建築計画上，劇場  

用空調機器等は地下劇場の専有面積部分内に設置したの  

で最も騒音を避けなければならない部分に隣接して配置  

されている．   

以上の計画上の制約から，建築計画上の騒音ヌ横仕様  

と設備騒音対策仕様とは同時に進め，かつ一元化し報告  

する必要がある．しかし当報告では，建築設備の騒音対  

策のみについて述べる．  
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§1．はじめに  

劇場・ホール等の騒音対策計画は，場内の許容騒音値  

を定め，原設計図書を検討してそれらの許容騒音値を十  

分満足できる基本計画唐立てておく必要がある．   

当劇場は地下3階から地上1階の一部へ設置するとい  

う条件のもとにあり，外部からの暗騒音の影響が少なく  

てすむと思われるが，逆に当劇場のための空調機器，送  

§2．施設概要   

2－1建築概要   

建物用途：地下3階～1階；劇場・ホール・関連諸室  

2階；ビデオスタジオ  

3階－10階；住宅   

建物情造：鉄骨鉄筋コンクリート造   

規 模：延床面積 6980m2，劇場部分1937m⊇，  

最大客席数294席  
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彗転廷定法圭・三 ∨Cし  地下劇場における空調設備の騒音防止対策と施工  

Fig．1地下1階平面図  

2－4 空調換気系統図  

Fig．2に空調換気設備のダクト系統図を示す．  

2－5 空調機器仕様  

劇場用の空調機器等の仕様概要をTable2に示す．  

§3．基本計画  

2－3に示した設計目標騒音値であるNC－25を満  

足させるため，諸設備陳器からのホール内への騒音伝搬  

をどのように抑えるか，その基本ヌ横をここに示す．  

3－1基本計算式   

① 音圧レベル  

ーつの音源から室内に放出された騒音によって生  

じる音庄分布は次式により求める．  

Photol劇場（舞台より客席をみる）  

Fig．1に地下1階平面図を，Photolに劇場内全景  

を示す．  

2－2 主要設備機器仕様（劇場関連）   

熱  源：吸収式冷温水発生機100USRT   

空調器：エアハンドリングユニット2台   

受水槽室：地下3階15m8，5ma各1基  

揚水ポンプ5．5kW（自動交互運転）2組   

電気室：地下1階受変電設備容量825kVA   

発電機：水冷4サイクルディーゼルエンジン100  

kVA   

ポンプ：湧水・汚水用ピット内設置  

2－3 設計条件   

Tablelに設計条件を示す．   
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況＝Pl化十．打γ  

矩10log 
〔意＋意〕 

……………… （2）  

斤＝  

ここに   

S托：室内の受音点の音庄レベル（dB）  

P肱：音源のパワーレベル（dB）   

∬r：放射係数（dB）   

Q：指向係数  

γ：音源と受音点の距離（m）   
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刑場椚  
冷温水発電機100USRT  
8階尾卜 8F  

8F  

6．000九1】H  

Fig．2 劇場ダクト系統図  

TabIel設計条件  

室内 条件  外気条件  

目標騒音値  

（NC）  

客席部  
25  26℃  

舞台部  

一般的には，この推定式（4）を用いるが今回は，メーカ  

ーからデータを提示してもらいこれを使用する．   

なお，ここではTable3に空調器及び送風器の発生騒  

音パワーレベルのメーカーからの推奨値を示す．  

3－2 基本計画   

設備機器からの発生する騒音源の特性をそれぞれの伝  

搬昔のどの部分で把握するかということは，あらかじめ  

用意された設計図書及び計算書から，その基本対策が必  

要十分であるか，確認することから検討していく．   

単なる騒音レベルという定量的な量だけでなく，周波  

数柑陣性（バンドレベル），時間的特性（変動・継続時間  
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斤：重宝数  

5：室内の全表面積（m2）  

∂：室内の平均吸音率（各周波数毎の値を使用）  

（2送風機の発生騒音値   

P廿℃＝肋十10log（7十20logP十C ………… （4）  

PⅥ且：送風機の発生騒音によるパワーレベル推定値   

Å九：比騒音出力（単位風量・単位圧力のパワーレ  

田b眉6   

0：送風機の送風量（m8／h）   

P：送風機の全静圧（mmAq）   

C：送風機の運転状態による補正係数（dB）  
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また，施工の責任性という立場から，音の伝搬系全体  

の対策をきめこまかく行う必要があり，できるだけ個々  

の音源に近い位置での特性（音色，継続時間，ひん度，  

周波数特性）を整理し，かつ騒音の伝搬経路を分割整理  

して基本対策を立てた．これをTable4に示す．   

ボンフ甥頁の発生騒音については，ピット内設置のもの  

はしゃ音性が期待できるので考慮せず，建築上の固体伝  

搬に関して，配管にフレキシブル継手や防振ハンガーを  

等），空間的梓性（方向，拡散，進行波，定圧波）なども  

明確にする必要がある．それらをJISZ8731にて整理  

し，評価騒音レベル等の形にて表わしておくのが一般解  

である．しかし，建築工事の着工時において，基本設計  

時までさかのぼる検討は相当複雑な作業であり，遡及し  

ていくことは現実的でない．よって音の伝搬条件の差異  

による騒音エネルギーの寄与の割合（寄与係数）を考慮  

した計算手法により判断していくこととした．  

Table2 主要設備機器仕様表  

機 器 名  記 号  電軌概容量  静k．揚程  風量，揚水量  用 途  設 置場所   

客席用  

エアハンドリング   
ユニット   

舞台用  
エアハンドリング   

ユニット   

給気 フ ア ン  SF－1   1．5kW  20mmAq  6，00Omソ烏  倉庫給気用  地F3階倉庫   

排気 フ ア ン  EF－2  3．7kW  20mmAq  9，000ma．／h  客席排気用  地下3階倉庫   

客 席  排気 フ ア ン  EF－3  1．5kW  20mmAq  6，000m3／ノh    倉庫排気用  地F3階倉庫   

換気 フ ア ン  RF－4  2．2kW   31mmAq n  7，900mソ上  AHU－1 換気用  地下3階倉蒔   

排 気 フ ア ン  EF－5  0，4kW  15mmAq  2，000m3′／h  舞台排気用  外部モール内天井   

ポ  ン  プ  P－1   5．5kW  60m   230且ノ′min  住宅用揚水  

ポ  ン  プ  OP－1  5．5kW  60m  ．230色ノmin H   劇場用掲水  受水槽室2台   

ポ  ン  プ  P－2   1．5kW  20m   150且ノ′min  湧 水 用  ピット内6千丁   

ポ   ン  プ  P－3－5  2．2kW   4m  弓100仙。 川  汚 水 用  ピット内10台   

ポ  ン  プ  AP－1  7．5kW  17m   1，640£／′′min  冷却7K 用  10階屋l二1台   
循環  

ポ   ン  プ  AP－2  18．5kW  45m   1，26批／■min  冷i且水 循環用  8階屋＿上1台   

Table3 空調器及び送風機の発生騒音PWL推定値（dB）  

オク タ ー ブバ ンド（Hz）  
機 器  騒音源  

63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000   

AHU－1  給気側  95．2  95．2  93．2  90．2  86．2  82．2  77．2  72．2  

ロ  操気側  95．2  95．2  93．2  90．2  86．2  82．2  77．2  72．2  

AHU－2  給気側  92．0  92．0  90．0  87．0  83．0  79．0  74．0  69．0  

ロ  換気側  86．0  86．0  84．0  81．0  77．0  73．0  68．0  63．0  RF－4   

SF－1  給気側  81．0  81．0  79．0  76．0  72．0  68．0  63．0  58．0  

EF－2  排気側  82．8  82．8  80．8  77．8  73．8  69．8  64．g  59．8  

EF－3   ロ  81．0  81．0  79．0  76．0  72．0  68．0  63．0  58．0  
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Tab］e4 主要機器に対する騒音対策  

主要機器  防棍対策 よしゃ音，暇音対策   設備上の対策  その他の詳記   

スプリング   機械室：  ダクト：消音器，  外気取入：  

＿  
消音チャンバー耳丈付   

グラスウール貼 扉：エアタイト仕様       防振架台  

6階外壁   

空調器 H   

弓（AHU－2）  

旧   防振ハンガー吊   取入れガうり：  

】（SF－1）  1階外壁   

排気フアン  排気ガラリ：  

（EF－2）   1階外壁  

排気フアン EF 
山   ロ ‖ H   

（－3）  

排気フアン  スプリング  

（EF－4）   防振架台  

排気フアン  H 防振ハンガー吊！  

（EF‾5）  

ポンプ類  防振スプリング  機械室：   フレキシブル継手   

架台  岳 
使用   

4ポール使用   
（22台）  グラスウール貼  

冷温水発生機  防振パッド2垂敷  機械回り：しゃ音壁  

キユーピクル  トランス卜防振パッド敷  室内：グラスウール貼  フレキシブル導体    便尉  

発電機  

（100kVA）  
屋外設置  

適宜使用することで，劇場への影響を防止した．また，  

地上設置型ポンプについては，内壁や染にグラスウール  

ボード（㊦50mm）を内貼りし，反射音の発生を防ぐとと  

もに，スプリング防振架台を採用した．   

電気室については舞台上手の上部に配置されているた  

め，屋外型のキューピクルを採用し，トランスの徴転勤  

に対し防振パッド敷及びフレキシブル導帯を使用した．  

電気室内も床を除く内壁面は，全面グラスウールボード  

貼りとし，反射音による共鳴を防止した．なお，Fig．2  

に示した舞台用排気フアン（EF－5）の騒音対策は，送  

風機自体を劇場外部へ設置したことで騒音対策の検討か  

ら外し，試算結果も影響のないことが確認された．なお，  

EF－5の吸込側に取付けた消音器⑧は，舞台からの騒音  

を外部へ出さないためのものである．  

3－3 騒音対策   

騒音対策上の最大の課題とは，プラン上前述した建築  

的制約から，空調器室等がロビー や廊下を隔て近接して  

おり，空調器室の床面積も制約されているた鋸二，消音  

器及び消音チャンバーの設置スペースが十分確保でき  

ず，かつダクト長に対する騒音の距離王威衰が期待できな  

いことである．また，劇場への給気ダクトは主ダクトの  

面風速を騒音対象上抑える必要があるが，ダクト経路の  

Ll＋100。∩〔ハ。⊥ スポット溶接  
SPG－0．8t  

SPG－0．8t  

（オリフィス）  
Ll：消音器有効長  00  

AxBD：ダクト口径（角型）  

GW．16Kx50t  

GW12tx96K  

G．クロス貼  

スピンドル鋲  

④部分断面図   

Fig．3 消音器構造略図  

スペースが制約されているので，有効にスペースを確保  

できるよう，ダクト材質は鉄板製からグラスウールボー  

ド材へ一部変更し，吸音効果も期待した．グラスウール  

ダクトから外部側への透過騒音は，その影響があった場  

合に，しゃ音効果のある鉄板ラッキング等の対策を将来  
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TabIe5 消音器リスト及び減衰値（dB）   

オ ク タ ー ブ バ ン ド（Hz）  
No．  形状（mm）WxHxL  

63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000   

①  2，000× 800×3，150  －15．6  －24．0  －31．2  －34．8  －39．6  －38．4  －33．6  －2臥8  AHU－1SA取付   

②  1，400xl，200×2，100  －12．8  －19．0  －27．0  －31．0  －32．6  －30．0  －28．2  －26．8   

③  1，200×1，000×2，400  －14．7  －21．4  －30．0  －29．6  －25．6  －20．7  －14．2  －11．4  AHU－1RA取付   

④  1，700× 700×2，600  －16．4  －25．4  －36．4  －42．8  －40．1  －34．4  －32．1  －27，4  AHU－2SA取付   

⑤  1，000× 750×1，鮎0  －13．2  －19．4  －28．8  －33．6  －31．8  －28．6   －26．4  －24．4  AHU－2RA取付   

⑥  1，200x 800×2，000  －12．4  －18．0  －24．8  －23．6  －19．6  ＿14．2 ‖  －10．8  － 8．8  EF－3EA取付   

⑦  1，000x 700×2，000  －12．8  －19．0  －27．0  －28．0  －24．6  －18．0  －14．2  －10．8  FF－2EA取付   

Table6 消音チャンバーリスト及び減衰値（dB）  

オ ク タ ー ブ バ ン ド（Hz）  
No．  形状（mm）WxHxL  

63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000  

④  1，000×5，500× 800  －4，0  －7，0  －10，0  －14，0  －15，0  －14，0  －12，0  －11，0  AHU－1SA分岐用   

ヰ  1，000×1，200× 700  －3，0  － 6，0  －8，0  －12，0  －13，0  －11，0  －10，0  －9，0   

回  600×1，300×1，150  － 3，0  － 6，0  －8，0  －12，0  －13，0  －11，0  －10，0  －9，0  AHU－1RA消音用   

㊤  1，400×1，500× 700  －3，0  － 6，0  l－8，0  －12，0  －13，0  －11，0  －10，0  －9，0  AHU－2SA分岐鞘   

㊦  700×4，500× 500  － 3，0  － 6，0  －8，0  －12，0  －13，0  －11，0  －10，0  －9，0   

考慮することとし7∴Fig．2の※1の太線部分がダクト  

材質の変更した部分を示す．   

それゆえ騒音のダクト内伝搬に対する対策は，消音器  

等による期待値で対応する．現在市販又は公開されてい  

る空詞ダクト用の消音装置は各種あるが，限られたスペ  

ースと省エネルギー対策から，膨張吸収型の消音器を施  

工計画上採用した．その場合の消音量は，メーカーから  

推奨された値を計算に取り入れた．その構造図をFig．3  

に，ダクト系統図をFig．2に示す．また，計画した消音  

器リストとその減衰量をTable5に，消音チャンバーリ  

ストと減衰量をTab】e6に示す．なお，消音器③の取付  

状況をPhoto2に示す．  

3－4 消音計井   

便宜上 音源は部屋の容横（または面積）に比べて小  

さいのが一般的であり，当計画に対しても音源を点とみ  

なして（1）式をもって室内の音圧レベルを求める．送風機  

のパワーレベルの推定式として（4）式を採用し，ダンパー  

の発生騒音の算出として次式を採用する．   

P仲℃＝上β＋10logA十55logV  

Pl化：気流騒音のオーバーオールパワーレベ  

ル（dB）  

上♂：ダンパーの羽根角度による定数  

Ⅴ：ダクト内の平均風速（m／s）  

A：ダクト断面梼（mり   
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Photo2 消音器③   

その他分酉址ヒ係数，開放端反射，放射係数等を算出し，  

前述の3－3の騒音対策に沿って数度騒音値の合成計算  

を試行した．その結果をTable7に示す．   

Table7から各騒音レベルはオクターブバンド毎に  

許容値以下となっており，Fig．2に示した仕様に変更し  

施工準備を行うと同時に，設計監理者に承認を受け施工  

した．   
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Table7 騒音計算結果   

オ ク タ ー ブ バ ン  ド（Hz）  

∃No．  
63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000   

備   考  

厄 旧 H  客帯周給気タウトSA  3臥9  32．4  27．7  20．1  19．4  14．0  7．2  8．コ  消音器等も含む  u  
2  ′′ 根気ダクトRA  40．2  30．5  24．8  15．7    5．6  4．0  4．1   

⊆3  舞台絹給気ダクト SA  49．0  39．0  35．3  25．2  18．6  17．8  15．0  12．3   

b 弓4 胆  ′／換気ダクトRA  40．9  34・3弧717・7    11．0  7．9  5．1  2．3   ′／RF－4連動  

5  給 気 フ ア ン  39・0】24■O17・1   ‖   H    1．6  －13．2  －17．4  －25．3  －31．6  SF－1稼動   

6  排気フアンの合成値  27．0  5．1㌢一2．7   －14．2  －32．4  －39．3  －45．6  －49，6  EF－2，EF－3稼動  

No．  

1～6の合成値   
50．9  41．3  H  37．0  27．4  22，6  20．0  16．5  14．3  オーバーオール 32 

・7（A）51・5（C） 

NC25に対する許容値  54．0    44．0⊆37．0     31．0  27．0  24．0  22．0  21．0  

35～130dB（C）  

使用周波数範囲20～10kHz  

l／1オクターブフィルター31．5－8kHz  

（A．C）  

フィルター特性；ANSISト11・1966ク  

ラス1  

測定点：Fig．1に測定点A～Hを示す．なおG及  

びH点は参考値として設定した．  

測定方法：オクターブバンド毎に音庄レベルはA及  

§4．騒音測定  

竣工後に，劇場の空調器及び送排風機を全様釦させ，  

JIS Z8731の騒音レベル測定法に準拠して測定を行っ  

た．  

4－1騒音測定計画   

使用機器：リオン㈱NA－23 SOUND LEVEL  

METER  

騒音レベル測定範囲27－130dB（A）  

TabLe8 暗騒音値（dB）  

オ ク タ ー ブ バ ン ド（Hz）  

No．  測定点  測定場所  63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000   

ロ  A  舞台中央  30  30  24  18  田  四  10以下  10以下  オーバ■－オール 22（A）40（C）   

B  客席中央  38  30  22  18  16  14  12  

Table9 全機器稼動運転時の測定値（dB）  

オ ク タ ー ブ バ ン  
No．  測定．た  測定場戸斤  

ド（Hz）  

オーバーオール     63  125250   500  1，000  2，000  4，000  8，000   
34（A）  

ロ  A  舞台中央  50  44   

34（A）  
田  B  客席中央  48  40   F34  32   26 川  20  12  10以下               56（C）   

3  C  固 定 席  48  42  37  30  u  26  20  田  10以下  34（A）             58（C）   

32（A）  
4  D  移 軌 席  48  42  34  28  22  20  12  10以下               56（C）   

34（A）  
5  E  固 定 席  48  42  36  30  24  20  四  10以下               58（C）   

32（A）  
6  F  移 動 席  46  42  36  26  24  18  12  10以下               56（C）   

60（A）  

7  G  空調器室（1〕  72  70  60  58  54  48  42  32  80（C）   

8  H  空調器室（2）  74  74  64  54  52  46  40  30   62（A）  

80（C）   
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5からオクターブバンド分析すれ抗 設計騒音目標値で  

あるNC－25に対してほi郭繭足できる結果となった．  

TabLelOに示す比較値を検討すると，設備機器関係の  

低周波城での騒音対策が一般に難しいと言われている  

が，この上蛙交値からほぼ誰訂直に近い数値が測定されて  

おり，消音器の性能効果が発揮されていることカ判断で  

きる．   

しかしながら，B点（客席中央）における測定では500  

Hz附近で，NC－25をわずかに上回っている．これは他  

の測定点の測定結果（Table9参照）から考えると，客  

席上部のオートノズルの風切り音の影響ではないかと推  

察できる．   

なお，送風機からの発生騒音量を機械室の騒音測定値  

から逆算推定することは，騒音測定値が機械室自体の反  

射，吸収やダクトの透過減衰その他の要因等により合成  

された騒音であるため，計算発生騒音量と測定値からの  

逆算推定値は比較になり得ないということで今回の検討  

では行っていない．   

全般的にはおおむね良好な結果が得られたが，これは  

今回使用した消音器の拡散のくり返しによる減衰消音と  

いう構造が十分効果を発揮したものと判断できる．  

びC特性について測定，オーバーオールに  

ついてはFASTで測定する．  

ヰー2 測定結果   

4－1に述べた測定計画に従い下記の日時に測定作業  

を行い，Table8及びTab［e9の測定結果を得た．   

測定日時：平成元年1月24日（火）午前9時一午前11  

時   

室 温：19．ぎC 相対温度55％  

4－3 騒音値の比較   

計算値と測定結果の比較をTablelOに示す．なお，  

A，B点は客席及び舞台の中心にあり，測定結果からも比  

較対象点とすることができる．暗騒音と対象点での測定  

結果との補正は，JISZ8731解表1「暗騒音の影響に対  

する指示の補正」を使用する．  

4－4 騒音のオクターブ分析   

測定点A及びBの測定値と計算値を比較し，NC曲  

線上にプロットした表をFig．4，Fig．5に示す．  

§5．測定結果と検討  

オクターブバンドレベルによる騒音測定値を比較する  

と，劇場内に入る騒音特性が把握できる．Fig．4，Fig．  

TabIelO 比較表（測定点A．B）dB  

オ ク タ ー ブ バ ン ド（Hz）  オーバー  
No．  摘  要  測定点  

オール  

ロ  暗  騒  音  A  30  30  24  18  16  12  10以下  10以下  22（A） 40（C）  Table8Nolより   

2   B  38  30  22  18  16  14  12   22（A）   ／／ No2より   
40（C）  

3  測  定  値  A  50  44  36  30  26  20  14   34（A）   TablegNolより   
56（C）  

4   B  48  40  34  32  26  20  34（A）   ／／ No2より   
56（C）  

5  Nolと No3の 差  A  20  14  12  12  10  8 H  4  0   8（A）  

16（C）  

6  No2 と No4 の 差  B  10  10  12  14  10   

7  No5の数値による補正  A  0  0  0  0  －0．45  ト。．75  －2．3  －0．75（A）  0（C）  JISZ8731による   

8  No6  ノノ   B  0  0  0  0  0  －1．25  

9  実  
33．25（A）  

測  値  A  50  44  36  30  25．55  19．25  11．7  10以下   56（C）  

10   B  48  40  34  32  26  18．75  12   
34（A）  

56（C）  

計  算   値  50．9  43．3  37．0  27．4  22．6  20．0  16．5  14．3  32．7（A） 51．5（C）  Table7より   

14d   
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測定ぷ：B 客席中央（全機器運転）  

測定年月日：   平成元年1月24［1′「荊9時温度19．50c湿度55％  

測定点：A 舞台中央（全機器運転）  

測定年月日：   平成元年1f］24‖ 午前9時温度19．50c 湿度55％  

53 106 212 425 850 1，700 3，400 6，別〕0  53 106 212 425 850 1，700 3，400 6，800  
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63 125 250 500 1，000 2，000 4，000 8，000  

オクターブ周波数バンド（Hz）   

（ASHRAE Handbookof Fundamentals，1972）  

63 125 250 500 1，000 2，000 4，000 8，000  

オクターブ周波数バンド（Hz）   

（ASHRAE Handbook of Fundamentals，1972）  

摘 要  凡例  63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000  ⇒‾－ノ手－－ オール   

暗騒音  
22（A）  

38  30  22  18  16  14  四  10以下   40（C）   

34（A）  

測定値    48  40  34  32  26  20  四  10以下   56（C）   
計算値    50．9  41．3  37．0  27．4  22．6  20．0  16．5  14．3  

摘 要  凡例  63  125  250  500  1，000  2，000  4，000  8，000  オー′～－ オール   

暗騒音  
i22（A）  

30  30  24  18  16  12  10以下  10以ト   】40（C）   

測定値  
134（A）  

50  44  36  30  26  20  14   10以U56（C）   

計算値  50．9  41．3  37．0  27．4  22．6  20．0  16．5  14．3  

Fig．5 騒音のオクターブ分析（NC曲線による評価）  Fig．4 騒音のオクターブ分析（NC曲線による評価）  

§6．おわりに  

今後，劇場・ホールに限らず，騒音の低減に対する要  

求度はますます強くなってくると思われる．また，建物  

のグレードをあげるという一般的傾向からも，しゃ音・  

防音・防振については，設計上の要求もさることながら，  

施工者側に対しても技術的要求が強くなるであろうと思  

われる．   

しかしながら，騒音の感じ方にも実際には個人差があ  

り，絶対的基準が確立できにくいという面もあるので，  

竣工時に発生する諸々の要求に対しては苦心するところ  

である．   

竣工引渡し後，当劇場は催しに何度か使用されている  

が，主催者側から騒音に対してのクレームもなく，満足  

された設備と思われる．   

最後に，この報告書をまとめるにあたって資料提供に  

御協力いただきました㈱横峯建築設計事務菰㈱日本消  

音研究所ならびに関係者各位様に厚くお礼申し上げま  

す．  
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